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令和７年度お茶の水女子大学経営協議会〔第２回〕議事録 

 

 日  時：令和７年１０月１４日（火）１５：００～１６：５０ 

 出 席 者：（学外委員）五十嵐委員、河村委員、小坂委員、小西委員、小安委員、佐藤委員、 

篠塚委員、杉村委員、豊田委員、藤崎委員 

       （学内委員）佐々木学長、加藤理事、曺理事、石井理事、坂元理事、谷理事、相川副学長、井

上副学長、福本副学長(事務総括) 

      （陪  席）宮井監事、中野監事 

            冨士原副理事、斎藤副理事、山田副理事、 

            新名文教育学部長、近藤理学部長、飯田生活科学部長、大瀧共創工学部長、 

            安成大学院人間文化創成科学研究科長 

 

Ⅰ．議事録（案）の確認 

  記録内容及び大学ホームページへの掲載について、了承した。 

 

Ⅱ．学長報告 

１．四大学未来共創連合（FLIP）について 

   佐々木学長より、資料に基づき説明があった。 

 

 ２．文部科学大臣の視察について 

   佐々木学長より、資料に基づき説明があった。 

 

 ３．創立 150周年記念式典の開催について 

   佐々木学長より、式典の日時・会場等について説明があった。 

 

Ⅲ．審議事項 

１．国立大学法人ガバナンス・コードにかかる適合状況等に関する報告書の更新について  

加藤理事より、資料に基づき説明があり、審議の結果、原案のとおり承認された。 

 

２．令和７（2025）年度学内補正予算（案）について 

加藤理事より、資料に基づき説明があり、審議の結果、原案のとおり承認された。 

 

Ⅳ．報告事項 

１．令和８（2026）年度概算要求の経過報告について 

加藤理事及び福本副学長（事務総括）より、資料に基づき報告があった。 

藤崎委員より、要求が通らなかった事項について確認があり、加藤理事及び石井理事より、要求

内容や今後の方針について説明があった。 

五十嵐委員より、【基盤的設備等整備分】に採択されなった場合の対応及び設備の整備状況につい

て確認があり、加藤理事より、機械の更新はできないが、全く稼働できないわけではないこと、ま

た設備共用化により他大学・他機関との貸借も行えるとの説明があった。 

佐藤委員より、本学の自助努力の取組状況について確認があり、石井理事より、ジェンダード・

イノベーション研究所では企業との共同研究に取り組んでいることの説明があった。 

篠塚委員より、【数理・データサイエンス・AI教育強化分】が基幹経費化された後の方針について

確認があり、加藤理事より、基幹経費化による即時の重点化計画はなく、金額確定後に検討を進め

るとの説明があった。 

小西委員より、AI導入による人件費等への影響について確認があり、加藤理事より、現時点で業

務をAIに置き換える具体的な計画はないが、今後の動向を見極めつつ対応を検討するとの説明があ

った。  
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２．令和６（2024）事業年度財務諸表の承認について 

加藤理事より、資料に基づき報告があった。 

 

  ３．大学・高専機能強化支援事業（高度情報専門人材の確保に向けた機能強化に係る支援）の採択につ

いて 

 曺理事より、資料に基づき報告があった。 

 

４．博士前期課程共創工学専攻の設置について 

  曺理事より、資料に基づき報告があった。 

 

５．「お茶の水女子大学創立 150周年記念大学経営ビジョナリー育成プロジェクト」実施報告について 

  石井理事より、資料に基づき報告があった。 

  藤崎委員より、海外研修では現地で勤務する邦人以外の方とも交流することが望ましいとの意見

があった。 

  篠塚委員より、本研修の概要について確認があり、石井理事より、資金規模や実施目的、実現に

至るまでの経緯等について詳細の説明があった。 

   

６．令和７（2025）年７月～９月における本学の主な活動について 

井上副学長より、資料に基づき報告があった。 

 

Ⅴ．その他 

佐々木学長より、閉会の挨拶があり、次回開催は令和８（2026）年１月 20日（火）であることを確認し

た。                                    

 

 

 以  上 


